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プライム市場選択申請書及び計画書提出のお知らせ 

 

 

当社は、2022年 4月に予定されている株式会社東京証券取引所の市場区分の見直しに関して、本日プライム市

場を選択する申請書及び上場維持基準の適合に向けた計画書を提出いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の移行基準日（2021 年６月30 日）時点における上場維持基準への適合状況は、「流通株式数」、「売

買代金」は適合しておりますが、「流通株式比率」及び「流通株式時価総額」については基準を満たしてお

りません。 

しかしながら、当社が企業価値向上と国内外における事業拡大を通して持続的な成長を推し進めていくた

めには優秀な人材確保及び信用力の強化が不可欠であると考え、プライム市場を選択し上場維持基準を満た

すための各種取組みを行ってまいります。 

 

２．計画期間 

計画書提出日から2026年3月期末日までに流通株式時価総額100 億円、流通株式比率35％以上の充足を

目指してまいります。 

 

３．プライム市場に向けた取組みの基本方針、課題及び取組み内容  

「プライム市場上場維持基準の適合に向けた計画書」をご参照ください。 

 

以上 

会 社 名 株 式 会 社 力 の 源 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

代表者名 代表取締役社長 河 原 成 美 

（コード番号：3561 東証第 1部） 

問合せ先 取締役ＣＳＯ 山 根 智 之 

（ TEL. 03-6264-3899） 
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1. 上場維持基準の適合状況及び計画期間

プライム市場上場維持基準 当社の数値

流通株式数 2万単位以上 80,337

流通株式時価総額 100億円以上 50億円

流通株式比率 35.0% 33.4%

売買代金 １日平均売買代金0.2億円以上 35,439,008

当社の移行基準日（2021年６月30日）におけるプライム市場の上場維持基
準への適合状況（※）は、「流通株式時価総額」及び「流通株式比率」について
は基準を充たしておりません。

※ 「新市場区分における上場維持基準への適合状況に関する一次判定結果について」
（株式会社東京証券取引所より、2021年7月9日付受領）

流通株式比率及び流通株式時価総額の上場維持基準を満たす計画が必要。

1. 上場維持基準の適合状況

▲

▲
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2. プライム市場適合に向けたロードマップ
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2022年
3月期

2025年
3月期

2021年
3月期

2026年
3月期

現在 2022年4月市場再編 売上高 290億～300憶円

流通株式時価総額
基準100億円達成

プライム市場適合に向けた取組み

流通株式比率
基準35％達成

既存店の強化や新たな収益モデルでの出店による業績拡大を主軸に、

IR活動・資本政策・サステナビリティの取組による企業価値向上、

そして流通株式時価総額の向上を目指します。

売上高 当期純利益 EPS

2025年3月期
～2026年3月期

290憶～300憶 14～16憶 45円～50円



3. 業績目標及び期間
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プライム市場適合に向けた目標及び期間

業績目標

経営指標目標

上記業績目標数値達成及び後述の資本政策の遂行により、

流通株式比率及び流通株式時価総額の基準の達成を目指します。

期 売上高 当期純利益

進行期
（2022年3月期）

201億 2億

2025年3月期
～2026年3月期

290億～300億 14億～16億

期 営業利益率 当期純利益率 EPS

進行期
（2022年3月期）

2.7% 1.2% 9円

2025年3月期
～2026年3月期

7.4%～7.7% 4.7%～5.2% 45円～50円

PER 時価総額 流通株式時価総額

20 270憶 100億

25 330億 120億

想定時価総額



4. 国内の戦略

5Copyright 2021 Chikaranomoto Group All Rights Reserved.

国内の売上・営業利益率及び店舗数の推移

3

小商圏やロードサイドの出店による市場拡大
コロナ禍による不採算店舗の戦略的閉店は昨年度に一旦完了しており、都市部をメインとした出店からロードサイドや郊外駅前
といった小商圏での出店展開を、今後国内の出店戦略の主軸として進める。

既存店の活性化
地域に合わせたマーケティングや地域商品の開発、ワークショップ開催による地域密着、一風堂の強みである「おもてなし」や店舗
仕込み等、競合との差別化を推進。

インフラ統一・DX推進・コスト削減
現在展開している施設SC店舗は一風堂に業態変更することにより購買・物流・販促・人事・経理等の統一することによるコスト
ダウンを見込む。また店舗ではDX推進の一環としてモバイルオーダーシステムを検証し展開していく。
また賃料交渉やその他固定費の削減により損益分岐を引き下げる活動を実施していく。
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5. 海外の戦略
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海外の売上・営業利益率及び店舗数の推移

3

フラグシップ戦略は成長フェーズへ
主要な情報発信都市で展開してきた既存エリアでは、セントラルキッチン等の導入コストのかかる初期フェーズは経過し、地域で
の複数店舗展開フェーズへと移行し収益の最大化を具現化していく。また新規国での出店展開をFY23以降並行して進める。

パートナーシップ戦略
ライセンス展開している既存の現地パートナーと連携することにより、市場変化や地域コンプライアンスに対応でき、より広範囲に
顧客をとらえ、多店舗展開できる出店体制を整える。また、新規国でのパートナー開拓を進め世界に展開していく。

ブランディング
全世界共通商品である白丸・赤丸を軸に日本食ベースのサイドメニュー、出店国の文化や多様性に合わせた商品開発をライン
ナップに取り込む。さらにテイクアウトやデリバリー商品、物販商品の開発と各国への展開を進める。
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6. IR活動・資本政策・サステナビリティの取組
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株主、投資家との対話の充実・情報発信の機会の拡大

▶取締役CSO及び代表取締役に加え、社外を含む取締役及び監査役との対話

▶海外投資家等に向けた英語での情報開示・提供による海外IRの充実

資本政策による流通株式比率の向上

▶2021年5月31日付にて割り当てた新株予約権による資金調達

▶新規の新株予約権による流通株式時価総額増加の検討

ESG、SDGsの取組み

▶植物由来の原材料のみを使用した商品（プラントベース）の導入

▶割り箸ではなくエコ箸の使用促進の継続的な実施

▶子供を対象としたラーメン作り等の体験事業の継続的な実施

流通株式時価総額向上に向けて、上記のアプローチを行ってまいります。

IR

資本政策

サステナビリ
ティ



7. 流通株式比率向上に向けた取組み
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2021年5月14日に開示しました資本政策の遂行により、

流通株式比率は2024年5月末までに35%以上を目指します。

33.4%
29.7%

36.8%
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2021年3月末 2021年9月末 2024年5月末

上場株式数 流通株式比率 新株発行による株式数の増加

新株予約権行使による株式数の増加及び流通
株式比率の増加

※詳細は2021年5月14日に開示しております資本政策をご参照下さい

当社株式を保有する事業会社との株式放出の
協議を検討



1-2 ④ 機関投資家向けに議決権電子行使プラットフォームを利用可能とすべき

3-1 ② 開示書類のうち必要とされる情報について、英語での開示・提供を行うべき

3-1 ➂ TCFDまたはそれと同等の枠組みに基づく開示を行うべき

4-11① スキルマトリックスをはじめ、取締役のスキルの組みわせの開示を行うべき

8. コーポレートガバナンスコードへの対応
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①補充原則_プライム固有の原則

2021年６月に改訂されたCGコードのうち、プライム市場のみに適用、ある
いはプライム市場に加重される上記の原則を中心に、取組んでまいります。

✔ 2022年2月までに導入し第37回株主総会（2022年6月）にて運用を予定しております

✔ 2022年3月期末の決算短信及び決算短信補足説明資料、第37回株主総会招集通知で
英文開示を予定しております

✔ 第37回株主総会での招集通知で掲載を予定しております

✔ 持続可能な社会の実現に貢献するため、食べ物残渣削減によるCO2排出量の削減、
エコ箸推奨による温暖化抑止、プラントベース商品の導入等への取り組みを推進
してまいります



9. 参考資料

10Copyright 2021 Chikaranomoto Group All Rights Reserved.



9. 参考資料
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免責事項

本資料は、株式会社力の源ホールディングス（以下「当社」）の企業情報の提供のために作成され
たものであり、日本における当社の発行する株式その他の有価証券への勧誘を構成するものではあり
ません。

本資料またはその内容については、当社の事前の書面による同意がない限り、いかなる目的におい
ても第三者に開示されまたは第三者により利用されることはできません。

本資料に記載される業界、市場動向、または経済情勢等に関する情報は、現時点で入手可能な情報
に基づいて作成しているものであり、当社がその真実性、正確性、合理性及び網羅性について保証す
るものではありません、

また本資料に記載される当社グループの計画、見積もり、予測、予想その他の将来情報について
は、現時点における当社の判断又は考えに過ぎず、実際の当社グループの経営成績、財務状態、その
他結果は、経済情勢、外食産業の市場動向、消費者の嗜好の変化、原材料価格の変動等により、本資
料記載の内容またはそこから推測される内容と大きく異なることがあります。
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